
会社情報／株式情報（2015年2月28日現在）

所有者別株式分布

外国法人等 6,560千株（46.43％）

その他の法人 1,467千株（10.39％）
金融商品取引業者 169千株（1.20％）

個人その他 2,358千株（16.70％）

自己株式 612千株（4.33％）
金融機関 2,960千株（20.95％）

株式の状況
発 行 可 能 株 式 総 数 32,600,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 14,128,929株
株 主 数 4,248名

会社の概要
社 名 千代田インテグレ株式会社
設 立 昭和30年9月
本 社 所 在 地 〒104-0044

東京都中央区明石町4-5
資 本 金 23億3,156万円
従 業 員 数 186名（グループ総計 4,411名）
主要な事業内容 当社は、OA機器・AV機器・通信機器・自動車関連

など各製品の機構部品、機能部品の製造販売を
主な事業としております。

役員の状況
代表取締役会長	 丸山　　要
代表取締役社長	 小池　光明
専 務 取 締 役 	 佐藤　　明
常 務 取 締 役	 村澤　琢己
取 締 役	 金邉　浩康

取 締 役	 加藤　裕之
取 締 役（社外）	 柳沢　勝美
常 勤 監 査 役	 植村　栄治
監 査 役（社外）	 山下　　明
監 査 役（社外） 	  遠藤　克博

株主メモ
事 業 年 度 毎年9月1日から翌年8月31日まで
剰余金の配当の基準日 毎年8月31日
定 時 株 主 総 会 毎年11月
単 元 株 式 数 100株
上 場 金 融 商 品 取 引 所

（ 証 券 コ ー ド ）
東京証券取引所

（6915）
公 告 方 法 電子公告

ただし、事故その他やむを得ない事由により
電子公告による公告をすることができない場合
は、日本経済新聞に掲載いたします。
公告掲載URL　http://www.chiyoda-i.co.jp/

株 主 名 簿 管 理 人 ／
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

同 連 絡 先
（郵便物送付・電話照会）

〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120-232-711（通話料無料）

千代田インテグレ株式会社

第 60期

中間報告書

証券コード：6915

2014.9.1  　2015.2.28

上海現地法人の設立
当社は、7月に中華人民共和国（上海市）に現地法人を

設立いたします。販売子会社を設立することで、現地で
の今後の販売活動の拡大を図ってまいります。

高機能フィルム展に出展
当社は、2015年4月8日から10日開催の第6回高機能

フィルム展「フィルムテックジャパン」に出展しました。
「ソフトプレスから拡がるイノベーション」をテーマ

にブースを展開し、のべ800名の方にご来場いただきま
した。

TOPICS

上海

天津
山東

蘇州

広州 東莞

香港中山

大連

会社概要 
千代達瑛帖国際貿易(上海)有限公司
◦所在地 
中華人民共和国上海市南京西路
１６０１号越洋国際広場３８楼７号室
◦設立日
2015年7月（予定） 
◦資本金
20万USドル
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資産の状況
（2015年2月28日現在） （2014年9月1日から2015年2月28日まで）

（単位：百万円） （単位：百万円）

第２四半期業績
売上高

27,251百万円

営業利益

2,925百万円

四半期純利益

2,501百万円

キャッシュ・フローの状況

売上高

経常利益

営業利益

当期純利益

資産合計
47,162

負債純資産合計
47,162

流動資産
33,307

固定資産
13,855

流動負債
11,627

固定負債
1,485

純資産
34,049

有形固定資産
9,028

無形固定資産
240

投資その他の
資産

4,587

長期借入金
42

支払手形及び
買掛金
7,861
短期借入金
1,436

現金及び預金
13,902

受取手形及び
売掛金

14,032
現金及び
現金同等物の
期首残高
12,126

現金及び
現金同等物の
四半期末残高
13,622

営業活動
によるCF
2,142

財務活動
によるCF
△1,019

その他
1,239

投資活動
によるCF
△866

当期
（平成25年9月1日～平成26年8月31日）

財務情報

　当社グループを取り巻く世界経済は、中国におい

ては生産能力の過剰問題や不動産投資の抑制などを

背景に減速傾向が続いている一方、他のアジア地域

では外需が支えとなり持ち直す傾向にあります。米国

では雇用環境の改善が続き、原油安による景気の押

上げ効果から拡大基調にあり、全体として緩やかな

回復を維持しております。しかしながら、中国やユー

ロ圏の景気下振れ、原油安や米国の利上げに伴う金

融市場の混乱などにより世界経済全体が減速するこ

とが懸念され、先行きはなお、不透明な状況が予想

されます。

当第2四半期連結累計期間の概況

　一方、我が国経済は、消費税率引き上げ後の足踏み

状態からようやく回復基調に転じ、個人消費や企業の設

備投資が持ち直しています。円安・株高が追い風とな

り、この先も緩やかに回復していくものと思われます。

　このような経営環境の中で、当社グループは一丸と

なり、迅速かつ慎重に市場動向を見極め、地域・商

品・顧客のそれぞれの事業領域において更なる事業拡

大に取り組んでおります。これからも、品質向上およ

び原価低減活動による生産力の強化や開発商品の展開

による売上高確保により競争力を高め、持続的な成長

を図ってまいります。
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■ 第2四半期 ／ ■ 通期

（単位：百万円）

（単位：百万円）

業種別売上高構成比

■ OA機器 … …………… 35.3%
■ AV機器 … …………… 10.9%
■ 通信機器… …………… 29.5%
■ 自動車… ……………… 11.9%
■ レジャー・文具… ………2.9%
■ 家電その他… ……………9.5%

2015.8月期
第2四半期

地域別売上高構成比

2015.8月期
第2四半期

■ 日本… ………………… 21.9%
■ 東南アジア… ………… 27.0%
■ 中国… ………………… 47.5%
■ その他… …………………3.6%
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